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ERCP専用の改良X線防護具の有用性

（放射線部）

○青木　淑子、澤村　光男、千吉良玲子

　古村さやか、佐々木健司、岩崎　由和

　沼尻　光一、久保　浩一、加藤　元章

（内科学第四）

　糸井　隆夫

　近年、IVRが増え術者の医療被曝が年々増えていく

傾向にある。術者の医療被曝を軽減するためには、そ

れぞれの検査部門で検査に支障のないX線防護を考

えて対応すべきであると考えている。われわれは第

149回の当学会で自作製の防護具の有用性を検討し発

表したが、今回その使用経験を生かし材質や構造を改

良して更なる使い易さを追求し、ERCP（内視鏡的逆

行性胆管膵管造影）専用のX線防護具を新たに作成

した。今回新たに作成した防護具は、装置にかぶせる

上面をメッシュ製にしたことで、透視中のX線管球で

発生する熱を発散し、温度上昇を防ぐことができる上

に、防護具自体の重量も軽減できるため、装置への負

担が軽くなる。また、3方向に遮蔽シートを垂らして防

護しているが、そのつなぎ目をマジックテープで合わ

せられるように改良することで更なる防護効果を期

待できる。今回、透視下での撮影室内の散乱線分布を、

防護具のない場合、従来の防護具、新たに作成した防

護具の場合で比較し、検討した。それぞれの検査に対

応した適切なX線防護をすることで、術者の被曝を低

減できることが期待できるため、今回作成したような

防護具がますます普及し、使用されることが望まれ

る。
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多検出器型CT（MD－CT）による膵管領域疾患

の評価

一特に膵管直接造影（ERP）を併用したダイナ

ミック撮像の有用性について一

（放射線部）

○高橋　政樹、加藤　大輔、平瀬　繁男

　白岩　啓志

（放射線医学）

　山岸　哲也

（内科学第四）

　糸井　隆夫

【序言】膵管領域の評価に画像診断は重要である。

MD－CTの導入以来、放射線診断部ではその高速撮像

と高い空間分解能による情報収集を活かした検討を

続けている。MD－CTを膵管系の三次元情報の取得に

応用しその有用性ならびに画像再構成方法について

纏めた。

【方法】膵管系の腫瘍性病変が疑われた患者様に対

し単純撮像による三次元データ収集領域の決定の後、

水溶性ヨード造影剤（370mgI／ml）100　ml＋生理食塩

水50mlを上肢より急速注入し動脈時相2回、門脈時

相2回の撮像を行い、三次元情報を取得しMPR
（Multi－Planner　Reconstruction）法にて任意断面（冠状

心像等）につき画像再構成を行い検討した。CT検査に

先立ちERPを施行した例では副膵管長軸を含む斜冠

状断像を作成。画質ならびに臨床的有用性について評

価した。撮像機器はGE社製LightSpeedUltra（8検出

器）。ヨード造影剤禁忌例は除外。

【結果】全例で元データの収集方向である横断面画

像と同等の評価が得られる任意断面の画像再構築が

可能であった。横断面と異なる情報の付加により膵管

系と病変の三次元的位置関係の把握が容易となった。

ERPを併用することで腫瘍と膵管構築の距離の推定

がより正確になると考えられた。

【結論】病変や周囲構造の精密な三次元時報の把握

が可能となるMD－CTは膵管・胆管領域にも積極的に

活用すべきである。一方、関心領域の三次元的位置関

係を最も反映している断面の選択には習熟が必要で、

診療情報の把握等、依頼科との充分な情報交換が重要

であると考えた。
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